
















































のヒントとなったのは， 『ビジョナリー・カンパニー』 （ジェームズ・C・コリンズ , ジェ
















































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 47 号（2020 年 3 月 6日）
て学校教育目標を共有し，また，保護者は自分の子どもからの口コミという方法によって
学校教育目標を共有することができた。A中学校は公立中高一貫教育校であり，他の中学
校とは異なる学校経営をしなければならない部分はあったが，学校教育目標の共有という
面では，本稿で紹介した内容は多くの中学校でも実施可能である。
　課題としては，地域住民との共有まではできなかったということである。公立中高一貫
教育校であるA中学校の校区は全市域であり，全市民が対象となる。そのため，どうして
も学校ウェブサイトや学校パンフレットなど従来の学校広報の手法を用いることになっ
た。今後，カリキュラム・マネジメントを効果的に進めるために，学校教育目標を地域住
民と共有する方法の開発に取り組んでいきたい。
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